
8 月 26 日(火) ZEH 協 運営委員会 議事録  

 

開催日時 2025 年 8 月 26 日(火) 14：00～15：00 

開催場所 ZOOM 

参 加 者 

（敬称略） 

（理事） 

河村 郷志 エルクホームズ株式会社 

（会員） 

布井 洋二   旭ファイバーグラス株式会社  

本間 隆太    ハウスプラス住宅保証株式会社 

筒井 純治  パナソニック株式会社 エレクトリックワークス社 

（事務局） 

荒川 源   事務局長 

松本 大雅  事務局長補佐 

飯田 満希  事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

議

題

1 

件名 シンポジウム開催内容検討について 

内

容 

シンポジウム開催時期の変更 

開催時期について、当初の 12 月上旬から翌年 2 月上旬に延期することを検討。 

これは、12 月 8 日に家政協の「ZEH コーディネーター」関連セミナーで秋元氏が登

壇予定であり、内容が重複することを避けるため。また、GX-ZEH の補助金や関連

施策が 1 月頃には明らかになる見込みであるため。 

秋元先生の日程を最優先で確保することを決定。 

 

シンポジウムの構成 

従来の案（基調講演、実例紹介、パネルディスカッション、Q&A など）を再構成し、

シンプルで中身の濃い 3 本柱とする。 

• 基調講演： 秋元氏による GX-ZEH に関する講演 

• 実例紹介： ZEH 協の会員であるビルダー2 社による GX-ZEH の実例紹介 

• パネルディスカッション： 

テーマ： GX-ZEH の普及に向けた課題と対策 

登壇者： 実例紹介を行ったビルダー2 社と秋元氏を軸とし、必要に応じてモデレー

ターを含める。 

内容： GX-ZEH の設計や施工のコツ、蓄電池や給湯器など設備選定のポイント、ウ

ェブプロの活用術、ZEH-M（低層集合住宅）の対策など、より実践的な内容を議論。 

o パネルディスカッション内で質疑応答の時間を確保するため、参加者

には事前に質問を募集する。 

o 「ZEH コーディネーター」や「建産業による ZEH の作り方紹介」と

いった要素は、シンポジウム本編ではなく、事務局からの簡単なアナ

ウンスとして最後に組み込む。 

 

登壇ビルダーの選定 

2 社に登壇を依頼する。 

1 社は温暖地のビルダー、もう 1 社は寒冷地のビルダーとする。特に寒冷地では、暖

房方式（エアコン vs. パネルラジエーターなど）や給湯器（エコキュート vs. ハイ

ブリッド給湯器など）の選定に課題があるため、そのノウハウを共有してもらうこと

を期待。 

温暖地ビルダー：ヤマト住建など、大規模な取り組み事例を持つ企業の中から検討す

る。 



寒冷地ビルダー： 山内建設（北海道）など、ZEH 実績が豊富な会員企業に打診を検

討。 

選定にあたっては、様々なメーカーの色に偏らない、フラットな視点で話せる企業を

選ぶ。 

 

行政機関の招聘について 

シンポジウム当日に新しい補助金情報が発表される可能性があるため、国交省や経

産省、エネ庁などの担当者を招聘するか検討。 

内容が秋元先生の講演と重複する可能性があること、また行政側の都合もあるため、

講演を依頼するのではなく、シンポジウムの「後援」という形で協力してもらうこと

を目指す。 

 

 


